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彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・

稲
枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業
所
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
３
回
目
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、医
療
法
人
恭

き
ょ
う

昭
し
ょ
う

会か
い

　
彦

根
中
央
病
院
、
近
江
タ
ク
シ
ー
㈱
、

㈱
若
林
晋
の
３
事
業
所
を
被
表
彰

事
業
所
と
し
て
決
定
し
、
11
月
19

日
㈮
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　

商
工
課
☎

30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◆
医
療
法
人
恭
昭
会

　
彦
根
中
央
病
院

事
業
所
の
業
務
概
要
と
受
賞
理
由

　
診
療
科
目
15
科
、
ベ
ッ
ド
数
３

５
０
床
の
病
院
を
運
営
し
て
い
る

事
業
所
で
す
。
従
業
員
数
２
９
５

人
（
除
外
率
適
用
後
２
０
７
人
※
１
）

の
う
ち
４
人
（
す
べ
て
身
体
障
害
者

で
、
う
ち
重
度
障
害
者
１
人
）
を
雇

用
し
て
お
り
、
障
害
者
の
雇
用
率

（
※
２
）
は
２
・
42
％
で
す
。

　
障
害
者
が
働
き
や
す
い
よ
う
必

要
な
機
器
を
購
入
す
る
な
ど
し
て

職
場
環
境
の
整
備
を
図
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
職
場
配
置
を
行
い
、

職
場
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

※
１
　
除
外
率
は
、
特
定
の
業
種

に
つ
い
て
雇
用
義
務
の
軽
減
を

図
る
制
度
で
、
医
療
業
の
除
外

率
は
30
％
で
す
。

※
２
　
重
度
障
害
者
は
２
人
に
換

算
す
る
た
め
、
障
害
者
の
雇
用

人
数
は
５
人
と
し
て
雇
用
率
を

算
出
し
て
い
ま
す
。

◆
近
江
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

事
業
所
の
業
務
概
要
と
受
賞
理
由

　
交
通
運
輸
業
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
で
す
。
従
業
員
数
４
８
７
人

（
除
外
率
適
用
後
２
１
９
人
※
３
）
の

う
ち
８
人
（
す
べ
て
身
体
障
害
者
で
、

う
ち
重
度
障
害
者
１
人
）
を
雇
用
し
、

障
害
者
の
雇
用
率
（
※
４
）
は
４
・

11
％
で
す
。

　
職
場
環
境
整
備
を
図
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
職
場
配
置
を
行
い
、

職
場
定
着
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

※
３
　
道
路
旅
客
運
送
業
の
除
外

率
は
55
％
で
す
。

※
４
　
障
害
者
の
雇
用
人
数
は
、

９
人
と
し
て
雇
用
率
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

◆
株
式
会
社
　
若
林
晋

事
業
所
の
業
務
概
要
と
受
賞
理
由

　
総
合
包
装
資
材
や
機
器
の
販
売

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
。
従

業
員
が
60
人
の
う
ち
４
人
（
知
的

障
害
者
３
人
・
高
次
脳
機
能
障
害

１
人
）
を
雇
用
し
、
障
害
者
の
雇

用
率
は
６
・
67
％
で
す
。

　
障
害
者
の
職
場
実
習
な
ど
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、

職
場
実
習
後
に
従
業
員
と
し
て
採

用
し
、
障
害
者
の
雇
用
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▶
受
賞
者
写
真
　
左
端
三
人
目
か
ら
順

に
、
㈱
若
林
晋
、
近
江
タ
ク
シ
ー
㈱
、

医
療
法
人
恭
昭
会
　
彦
根
中
央
病
院

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所
を

表
彰
し
ま
し
た
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11
月
19
日
㈮
、「
荒こ

う

神じ
ん

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

」
が
国
の
史

跡
指
定
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
彦
根
市
で

は
「
彦
根
城
跡
」「
彦
根
藩
主
井
伊
家
墓
所
」

に
次
い
で
３
件
目
の
国
史
跡
で
あ
り
、
彦
根

南
西
部
地
域
で
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
文
化
庁
か
ら
正
式
な
告
示
が

あ
る
予
定
で
す
。

　
荒
神
山
古
墳
の
重
要
性
を
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
彦

根
の
文
化
財
と
し
て
大
切
に
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp 

　
荒
神
山
古
墳
は
、彦
根
市
の
南
西
部
、び
わ

湖
岸
に
近
い
湖
東
平
野
の
独
立
丘
で
あ
る
荒

神
山
の
山
頂
か
ら
、
北
へ
約
１
５
０
m
下
っ

た
尾
根
の
頂
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
４
度
に

わ
た
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
か
ら
約
１
、
６
０
０
年
以

上
前
の
古
墳
時
代
前
期
末
（
４
世
紀
末
）
に
築

造
さ
れ
た
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

（
※
）
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
全
長
は
１
２
４
m
で
、
安あ

土づ
ち

瓢
ひ
ょ
う

箪た
ん

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

に
次
い
で
県
下
２
番
目
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。
こ
の
規
模
は
、
湖
東
平

野
に
お
い
て
も
突
出
し
て
お
り
、
こ
の
地
域

に
大
き
な
力
を
及
ぼ
し
た
人
物
の
古
墳
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
調
査
で
は
３
段
に
築
か
れ
た

墳ふ
ん

丘き
ゅ
う

を
備
え
、
埴は

に

輪わ

を
巡
ら
せ
て
葺ふ

き

石い
し

で
覆

う
と
い
う
特
徴
も
確
認
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
特
徴
は
、
大や

ま

と和
（
奈
良
県
）
中
枢
部
で
築

造
さ
れ
た
古
墳
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、

大
和
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
古
墳
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
野
部
よ
り
も
び
わ
湖
側
に
眺

ち
ょ
う

望ぼ
う

が
開
け
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
期
、
近
江
に
進
出
し
た
大
和
勢
力
は
、
在

地
の
勢
力
と
連
合
し
制
圧
し
な
が
ら
北
陸
や

東
海
地
方
へ
と
勢
力
を
広
げ
、
さ
ら
に
朝
鮮

半
島
と
直
接
交
流
す
る
ル
ー
ト
を
確
保
す
る

た
め
、
び
わ
湖
の
湖
上
交
通
の
掌
握
に
力
を

注
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
び
わ
湖
の
湖

上
権
益
に
有
力
な
統
治
者
を
任
命
し
、
湖

上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
業
務
を
遂
行
さ

せ
ま
し
た
。
荒
神
山
古
墳
の
被ひ

葬そ
う

者し
ゃ

は
こ
う

し
た
業
務
を
遂
行
し
た
有
力
者
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
業
績
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
築

か
れ
た
の
が
荒
神
山
古
墳
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
荒
神
山
古
墳
は
、
近
江
だ

け
で
は
な
く
、
大
和
や
東
海
・
北
陸
地
方
の

古
墳
時
代
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
遺
跡

と
い
え
ま
す
。
荒
神
山
古
墳
を
彦
根
の
宝
と

し
て
大
切
に
守
っ
て
い
く
た
め
、
今
後
文
化

庁
や
地
元
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
古
墳
の

保
存
整
備
と
活
用
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

「
荒
神
山
古
墳
」
が
国
の
史
跡
指
定
の  

答
申
を
受
け
ま
し
た

▶
荒
神
山
古
墳
の
位
置
（
白
い
丸
で
囲
ん
で
い
る
部
分
）

荒神山古墳国指定記念講演会

　４度にわたる発掘調査の紹介と、荒神山古墳の歴史

的重要性に迫ります。

日時　平成23年１月29日㈯　13：30～ 16：30

会場　南地区公民館　大会議室（甘呂町）

内容　❶「荒神山古墳の発掘調査について」 

　　　　　林昭男（ 教育委員会文化財課）　　　　

　　　❷「荒神山古墳と北近畿」　

　　　　　細川修平さん（ 教育委員会文化財保護課）　

　　　❸「近江の古墳と古代氏族」

　　　　　～荒神山古墳の被葬者をめぐって～

  　　　 　大橋信弥さん（県立安土城考古博物館）　

参加費　100円（資料代）

申込方法

電話か、ファクス、 教育委員会ホームページから

申し込むことができます。ファクス・ホームページ

からの申し込みの場合は、①住所 ②電話番号 ③参

加者の氏名を書いてください。

問い合わせ先　 教育委員会文化財課☎ 26-5833、

FAX26-5899、 教育委員会ホームページ：http://
www.city.hikone.shiga.jp/edu/

※
前
方
後
円
墳
…
日
本
に
お
け
る
古
墳
の
一

形
式
で
３
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
７
世
紀
初
め

ご
ろ
に
か
け
て
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
平
面

が
円
形
と
方
形
の
墳
丘
を
組
み
合
わ
せ
た

形
状
は
、
日
本
特
有
の
も
の
で
す
。

報
告
書
頒
布
の
ご
案
内

　
国
史
跡
荒
神
山
古
墳
の
発
掘
調
査

報
告
書
『
彦
根
市
文
化
財
調
査
報
告
書

第
２
集
「
荒
神
山
古
墳
」』
を
１
部
２
、

０
０
０
円
に
て
頒
布
し
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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佐
和
山
城
主
丹に

羽わ

長な
が

秀ひ
で

　
元げ

ん

亀き

２
年
（
１
５
７
１
）
２
月
、
佐
和
山

籠ろ
う

城
じ
ょ
う

戦
に
勝
利
し
た
織
田
信
長
は
、
籠
城
戦

を
主
導
し
た
重
臣
丹
羽
長
秀
を
そ
の
ま
ま
佐

和
山
城

じ
ょ
う

代だ
い

と
し
て
入
れ
置
き
ま
し
た
。

　
丹
羽
長
秀
は
天て

ん

文ぶ
ん

４
年
（
１
５
３
５
）、愛

知
郡
児こ

玉だ
ま

村
（
現
在
の
名
古
屋
市
西
区
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
天
文
19
年
（
１
５
５
０
）、15

歳
で
信
長
に
仕
え
、
信
長
の
兄
信の

ぶ

広ひ
ろ

の
娘
を

妻
と
し
て
い
ま
す
。
丹
羽
長
秀
は
、
信
長
が

尾
張
一
国
を
治
め
て
い
た
時
代
か
ら
の
重
臣

で
し
た
。

　
城
代
と
し
て
佐
和
山
に
入
っ
た
長
秀
は
、

間
も
な
く
近
辺
の
領
有
を
許
さ
れ
て
５
万
石

を
所
領
す
る
城
主
と
な
り
、
近
隣
の
土ど

豪ご
う

を

配
下
に
加
え
る
な
ど
領
内
統
治
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
織
田
信
長
も
近
江
の
制
圧
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。
元
亀
４
年
（
１
５
７
３
）
８
月

に
は
小
谷
城
を
攻
め
、
浅
井
久ひ

さ

政ま
さ

・
長な

が

政ま
さ

父

子
を
自
決
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
近
江
に
軍
馬
を
進
め
て
か
ら
５
年
の
歳

月
を
か
け
て
、
よ
う
や
く
信
長
は
近
江
の
実

質
的
な
制
圧
に
成
功
し
た
の
で
す
。
北
の
横

山
城
（
長
浜
市
）、
東
の
佐
和
山
城
、
南
の
坂

本
城
（
大
津
市
）
が
近
江
の
街
道
を
し
っ
か
り

と
見
据す

え
て
い
ま
し
た
。

信
長
の
大
船
建
造

　
も
っ
と
も
、
信
長
が
制
圧
し
た
の
は
陸
路

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
江
に
は
、

中
央
を
大
き
く
占
め
る
び
わ
湖
が
あ
り
ま
す
。

元
亀
４
年
５
月
、
信
長
は
佐
和
山
城
に
立
ち

寄
り
、
丹
羽
長
秀
に
命
じ
て
犬
上
山
中
の
材

木
を
佐
和
山
山
麓
の
松
原
に
運
ば
せ
、
大
船

の
建
造
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
大
船
は
長
さ

30
間
（
約
54
ｍ
）、
幅
７
間
（
約
13
ｍ
）、
櫓ろ

１

０
０
挺

ち
ょ
う

を
備
え
た
巨
船
で
し
た
。
こ
の
船
は

７
月
に
完
成
す
る
と
、
さ
っ
そ
く
信
長
に
抵

抗
し
て
挙き

ょ

兵へ
い

し
た
足あ

し

利か
が

義よ
し

昭あ
き

が
籠こ

も

る
槙

ま
き
の

島し
ま

城

（
京
都
府
宇
治
市
）
攻
め
に
利
用
さ
れ
、
大
軍

を
乗
せ
て
松
原
か
ら
一
気
に
坂
本
へ
移
動
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
信
長
は
、
陸
路
に

加
え
て
び
わ
湖
の

水
運
も
確
保
し
、
そ

れ
を
有
効
に
利
用

し
ま
し
た
。

安
土
城
の
築
城

　
天て

ん

正し
ょ
う

４
年
（
１
５

７
６
）
１
月
、
信
長

は
水
陸
兼
備
の
本

格
的
な
城
の
築
城

を
安
土
に
お
い
て

開
始
し
ま
す
。
築
城

の
総
奉
行
に
は
、
佐

和
山
城
主
丹
羽
長

秀
が
当
た
り
ま
し

た
。
国
内
の
諸
将
も

安
土
に
集
ま
っ
て

築
城
に
参
画
し
ま

し
た
。
か
く
し
て
天

正
７
年
、
５
層
７
重

と
伝
え
る
天
守
（
天

主
）
を
備
え
た
安
土

城
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
新
し

い
権
力
者
の
出
現

に
ふ
さ
わ
し
い
壮

大
な
城
で
し
た
。

▶
丹
羽
長
秀
和
像
（
福
島
県
大
隣
寺
所
蔵
）

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp 

◀
佐
和
山
城
跡
の
大
手
（
鳥
居
本
側
）
に
良
好
に
残
る
内
堀
跡
（
右
）
と
土
塁
跡
（
左
）
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

計
画
（
素
案
）
の
公
開
場
所
　

市

民
交
流
課
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

支
所
、
各
出
張
所
、

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

提
出
期
間
　
12
月
15
日
㈬
〜
平
成

23
年
１
月
14
日
㈮

提
出
方
法
　

市
民
交
流
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
民

交
流
課（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル : danjo@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

　

②
彦
根
市
水
道
事
業
第

２
期
中
期
経
営
計
画

（
素
案
）

　
彦
根
市
水
道
事
業
は
、
昭
和
35

年
に
給
水
を
開
始
し
、
今
年
で
給

水
開
始
50
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

浄
水
場
な
ど
の
基
幹
施
設
は
創
設

①
彦
根
市
男
女
共
同
参

画
計
画
「
男
女
共
同

参
画
ひ
こ
ね
か
が
や

き
プ
ラ
ン
Ⅱ
」（
素

案
）

　　
彦
根
市
で
は
、
彦
根
市
男
女
共

同
参
画
計
画
「
男
女
共
同
参
画
ひ

こ
ね
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ

て
、
各
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
計
画
は
平
成
22
年
度
で

計
画
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
23
年
度
以
降
の

10
年
間
の
新
た
な
男
女
共
同
参

画
計
画
の
策
定
に
向
け
、
平
成
21

年
度
か
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
12
月
に
彦
根
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
へ
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
諮
問
し
、
調
査
・
審

議
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
22
年
９
月

に
審
議
会
会
長
か
ら
市
長
へ
答
申

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
、

彦
根
市
で
は
彦
根
市
男
女
共
同
参

画
計
画
「
男
女
共
同
参
画
ひ
こ
ね

か
が
や
き
プ
ラ
ン
Ⅱ
（
素
案
）」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

当
初
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
施
設

の
耐
震
化
な
ど
の
災
害
対
策
に
よ

り
、
大
規
模
な
施
設
更
新
を
行
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
17
年
度
に
中
期
経

営
計
画( 

計
画
期
間
　
平
成
17
年
度

〜
平
成
22
年
度)

を
策
定
し
、
経
営

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
現
計
画
の
最
終
年
度
が
平
成
22

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23

年
度
以
降
の
計
画
と
し
て
、
現
在

の
財
政
状
況
や
今
後
の
施
設
更
新

等
を
加
味
し
た
第
２
期
中
期
経
営

計
画(

平
成
23
年
度
〜
平
成
28
年
度
）

の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て
、

次
の
対
象
者
に
該
当
す
る
人
か
ら

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

❶
給
水
契
約
を
し
、
現
に
彦
根
市

水
道
を
使
用
し
て
い
て
、
水
道

料
金
の
未
納
が
な
い
個
人
ま
た

は
法
人

❷
彦
根
市
の
承
認
を
得
て
、
ま
た

は
加
入
金
を
納
付
済
み
で
、
現

に
彦
根
市
水
道
と
接
続
し
て
い

る
給
水
装
置
を
所
有
し
て
い
る

ご
意
見
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
　
意
見
公
募
手
続
制
度

個
人
ま
た
は
法
人

❸
　
❶
・
❷
に
該
当
す
る
事
業
所
・

高
等
学
校
・
大
学
に
在
勤
・
在

学
す
る
人
で
、
現
に
彦
根
市
水

道
を
使
用
し
て
い
る
個
人

計
画
（
素
案
）
の
公
開
場
所
　

水
道
部
業
務
課
庶
務
係
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
支
所
、

各
出
張
所

提
出
期
間
　
12
月
24
日
㈮
〜
平
成

23
年
１
月
24
日
㈪

提
出
方
法
　

水
道
部
業
務
課
庶

務
係
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　

水
道

部
業
務
課
庶
務
係
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
　
元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど

は
、彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も

に
整
理
し
た
う
え
で
、彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　
な
お
、い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
対
し
て
、個
別
に
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

意見公募
手続制度

結果のお知らせ

　彦根市伝統的建造物群

　保存地区保存条例（素案） 

　意見の件数　０件

　問い合わせ先　

　　 教育委員会文化財課

　　☎ 26-5833、FAX26-5899

０
５
４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル : sui-

gyom
u@

m
a.city.hikone.

shiga.jp
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彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

　

水
道
部
で
は
、
平
成
20
年

10
月
１
日
か
ら
窓
口
開
設
日
や

営
業
時
間
の
拡
大
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
し
、
彦
根
市

上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

委
託
事
業
者
　
㈱
エ
コ
シ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
（
開

栓
・
閉
栓
）・
名
義
変
更
の
お

申
し
込
み

②
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
お
支
払
い

③
検
針
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
　
な
ど

窓
口
開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

積雪時の検針にご協力を
　積雪時は、メーターボックスの上の雪を取り除

いてください。メーターボックスの上には、物を

絶対に置かないようにしていただき、検針にご協

力をお願いします。

◎水道を使用する人は、市条例の規定により、善

良な管理をしていただくことになっています。

給水工事について
　家屋などの新築、改築に伴って、水道給水装置

工事（新設・増設・改造）をするときや、建築工事

などによる臨時の給水をするときは、必ず着工前

に、指定工事事業者を通じて 水道部への給水申

し込みをしてください。

開栓・閉栓の手続きについて
　転居などにより、水道の開栓・閉栓をされると

きは、彦根市上下水道料金お客様サービスセン

ター（㈱エコシティサービス、※連絡先は下の案内図

に記載）へ連絡してください。なお、３日前まで

に手続きをお願いします。

　

水道料金のお支払いについて
　水道事業は、水道を使用されるお客様からお支

払いいただく水道料金によって成り立っていま

す。お支払いいただけないと、給水をお断りしま

すので、必ず期限内にお支払いください。

　期限内にお支払いがない場合、料金とは別に手

数料が加算されます。なお、督促を放置されます

と、簡易裁判所への支払督促の申立を行います。 

水 道 部 か ら の お 願 い

平成22年10月までの給水停止実施および

裁判所への申し立て件数 

給水停止実施件数（平成22年度分）　１９９件

支払督促申立実績件数（累計）　　　１２５件

差押申立実績件数（累計）　　　　　 ２２件

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
以

下
　
指
定
工
事
事
業
者
）
に
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
屋
内
修
理
は
、
必
ず
指
定
工

事
事
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
修
理
に
か
か
る
費

用
は
、
お
客
様
の
ご
負
担
に
な

り
ま
す
。

▼
年
末
年
始
は
、
各
指
定
工
事
事

業
者
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
給

水
装
置
の
事
故
は
、
特
に
ご
注

け
て
氷
を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
水
道
管
が
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
が

破
裂
し
た
と
き
は
？

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
や
テ
ー
プ
を
巻
い

て
応
急
手
当
を
し
、
彦
根
市
指

防
寒
の
し
か
た

　
保
温
材
を
蛇
口
の
と
こ
ろ
ま

で
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
毛
布
・
布

な
ど
を
保
温
材
と
し
て
利
用
し

た
と
き
は
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
り
つ
い
て
水

が
出
な
い
と
き
は
？

　
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か

問
い
合
わ
せ
先
　

水
道
部
業

務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番

意
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
の
給
水
に
関
す
る
工
事

は
、
法
令
の
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
水
道

法
や
彦
根
市
の
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
工
事
事
業
者
が
、

施
工
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
指
定
工
事

事
業
者
名
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
水
道
部
工
務
課
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

ビ
ル
の
２
階
で
す

彦
根
市
上
下
水
道
料
金

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
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申
し
込
み
の
手
続
き

　
あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る

取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
に
、「
彦
根

市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」

 

（
上
・

下
水
道
料
金
の
手
続
き
の
場
合
は
、

「
彦
根
市
上
下
水
道
料
金
口
座
振
替
依

頼
書
」）、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
使
用

印
鑑
を
持
っ
て
い
き
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
担
当
課
、

出
納
室
（
市

役
所
１
階
）、市
内
の
各
金
融
機
関
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　
次
の
金
融
機
関
の
、
本
・
各
支

店
（
市
外
の
店
舗
を
含
む
）
で
取
り

扱
い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
り
そ
な
銀
行

▼
滋
賀
中
央
信
用
金
庫

▼
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
京
都
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
※
）

▽
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
）

▽
市
営
住
宅
家
賃

▽
上
・
下
水
道
料
金

▽
し
尿
処
理
手
数
料

▽
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

▽
農
村
下
水
道
使
用
料

▽
保
育
料
（
保
育
所
）

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

※
普
通
徴
収
…
自
ら
が
彦
根
市
か

ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納
め

る
こ
と

納
期
と
振
替
日

　
科
目
ご
と
の
納
期
は
、
下
の
一

覧
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
原

則
と
し
て
、
各
納
期
月
の
最
終
日

に
振
り
替
え
ま
す
。

領
収
の
確
認

　
原
則
と
し
て
、
領
収
通
知
書
の

発
行
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
領
収

は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
な
ど
に

よ
り
、
振
替
済
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
口
座
振

替
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
車
検

が
必
要
な
車
種
の
所
有
者
に
は
、

車
検
用
納
税
証
明
書
を
送
り
ま
す
。

　
な
お
、
領
収
通
知
書
の
送
付
を

希
望
す
る
人
は
、各
担
当
課
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

納
税
課（
①
②

③
）
☎
30-

６
１
０
９
番
、

保
険

年
金
課（
④
⑤
⑥
）
☎
30-

６
１
３

７
番
、
住
宅
管
理
室（
⑦
）
☎
30-

６
１
２
３
番
、
彦
根
市
上
下
水
道

料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
⑧
）
☎
27-

２
８
０
２
番
、

水

道
部
業
務
課（
⑧
）
☎
30-

６
１
２

７
番
、
生
活
環
境
課（
⑨
）
☎
30-

６
１
１
６
番
、

下
水
道
部
管
理
課

（
⑩
）
☎
22-

５
４
５
８
番
、

農

林
水
産
課（
⑪
）
☎
30-

６
１
１
８

番
、

子
育
て
支
援
課（
⑫
⑬
）
☎

23-

９
５
９
７
番

　
「
平
日
の
昼
間
に
は
、
金
融
機
関
に
行
く
時

間
が
な
い
」「
つ
い
つ
い
納
付
期
限
を
忘
れ

て
し
ま
う
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
便
利
な
口

座
振
替
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
な
ら
、
納
期
ご
と
に
窓
口
へ
出

向
い
て
い
た
だ
く
必
要
も
、
納
め
忘
れ
の
心

配
も
な
く
、
安
心
で
す
。
一
度
申
し
込
み
の

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
、
翌
年
以
降
も
継
続

し
て
自
動
振
替
さ
れ
ま
す
。
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期
限
は
１
月
31
日
㈪
で
す

償
却
資
産
の
申
告
を

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
使
う
こ
と
の
で
き
る
土
地
・
家

屋
以
外
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償

却
費
が
、
法
人
税
法
ま
た
は
所
得

税
法
で
定
め
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
資
産
（
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
、

法
人
税
ま
た
は
所
得
税
を
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
が
所
有
す
る
資
産
を
含

む
）
で
す
（
左
の
表
参
照
）。

　
償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
（
貸

し
付
け
て
い
る
も
の
を
含
む
）
を
市

内
に
所
有
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
の
、
そ
の
償
却
資

産
の
所
在
地
、
種
類
、
数
量
、
取

得
時
期
、
取
得
価
額
、
耐
用
年
数

な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
告
期
限
は
、
平
成
23
年
１

月
31
日
㈪
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

申
告
で
き
ま
す

　
平
成
21
年
か
ら
、
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
（eLTA

X

）
を
利
用
し
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
償
却
資
産
の
申

告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
窓
口
に
来
ら
れ
た
り
、
郵
送
し

た
り
す
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で

な
く
、
複
数
の
自
治
体
へ
の
申
告

も
一
度
の
送
信
で
済
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
い
申
告
方
法

は
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.eltax.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

税
申
告
用
の
保
険
料
の

納
付
済
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）、
介

護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）、後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

の
納
付
済
額
を
平
成
23
年
１
月
下

旬
に
、
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
納
付
済
額
の
「
お

知
ら
せ
」
に
は
、
12
月
31
日
の
時

点
で
、

保
険
年
金
課
で
確
認
し

た
納
付
済
額
を
記
載
し
ま
す
。
12

月
末
に
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
さ

れ
た
金
額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の
保
険

料
は
含
み
ま
せ
ん
。
特
別
徴
収
の

保
険
料
額
は
、
各
年
金
保
険
者
か

ら
送
付
さ
れ
る
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
年
末
調
整
な
ど
の
た
め

に
納
付
済
額
の
「
お
知
ら
せ
」
が

必
要
な
人
に
は
随
時
発
行
し
ま
す
。

保
険
年
金
課
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
３
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

みずほ文化センター催し物

太鼓ユニット「無限」凱旋コンサート

　今年の２月にみずほ文化センターで初の凱旋コン

サートを行った彦根市出身の太鼓奏者花
はな

原
はら

兄弟が結成

している太鼓ユニット「無限」。あの感動をもう一度と

の声にお応えしました。凱旋コンサートの第２弾です。

日時　平成23年３月６日㈰　

　　　14：00開演（13：30開場）

入場料　1,000円（全席自由）

販売期間　12月５日㈰～平成23年３月６日㈰

入場券販売所　みずほ文化センター、ひこね市文化プ

ラザチケットセンター、平和堂アル・プラザ彦根く

らしのサービスセンター、ビバシティ平和堂くらし

のサービスセンター

問い合わせ先　みずほ文化センター☎ 43-8111、

FAX43-8112

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　　
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
工
業
統
計
調
査
は
、製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
年
末
を
控
え
、
何
か
と
お

忙
し
い
中
で
す
が
、
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

企
画
課
☎

30-

６
１
４
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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登
載
申
請
を

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
調
製

さ
れ
ま
す
。
選
挙
人
の
資
格
が
あ

る
人
は
、
こ
の
名
簿
へ
の
登
載
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
市
役

所
４
階
）
に
あ
り
ま
す
。

資
格
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平

成
23
年
３
月
31
日
現
在
20
歳
以

上
の
人
で
、

❶
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

容器包装プラスチックの
分別にご注意ください

　平成21年度から容器包装プラスチックを資源として

分別収集しています。しかし、ペットボトルやプラスチッ

ク製のおもちゃなどの対象外のものや、汚れのひどい物

が多量に混入しており、選別作業に支障をきたしていま

す。分別をするときは、次のことを徹底してください。

▼プラマーク　　のあるものが対象です。

▼汚れを拭き取るか洗浄し、きれいにして出してください。

▼食品などで汚れ、簡単に洗い落とせない容器包装プ

ラスチックは、「燃やすごみ」で出してください。

▼レジ袋などに入れたものを指定専用袋に入れるなど、

袋を二重にして出さないでください。

※詳しくは、「新ごみ等の分け方・出し方豆知識」をご覧

ください。ご協力をお願いします。

問い合わせ先　 清掃センター☎ 22-2734、　

FAX24-7787

平
成
23
年
度

入
札
参
加
申
請
の
受
付

　
平
成
23
年
度
に
彦
根
市
が
発
注

す
る
物
品
供
給
等
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
そ
の

他
委
託
等
業
務
お
よ
び
建
設
工
事

の
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
し
て
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
次
の
各
期
間
内
の

月
・
火
・
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

◆
物
品
供
給
等
　
平
成
23
年
１
月

1 1
日
㈫
〜
同
19
日
㈬

※
中
間
年
の
た
め
、
平
成
22
年
度

に
申
請
し
た
人
は
、
今
回
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他
委
託
等
業
務
　
平
成
23

年
１
月
1 1
日
㈫
〜
同
25
日
㈫

※
更
新
年
の
た
め
、
登
録
を
希
望

す
る
す
べ
て
の
人
の
申
請
が
必

要
で
す
。

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
　
平
成
23
年
１
月
26
日

㈬
〜
２
月
９
日
㈬

※
更
新
年
の
た
め
、
登
録
を
希
望

す
る
す
べ
て
の
人
の
申
請
が
必

要
で
す
。

◆
建
設
工
事
　
平
成
23
年
２
月
14

日
㈪
〜
３
月
９
日
㈬

※
更
新
年
の
た
め
、
登
録
を
希
望

す
る
す
べ
て
の
人
の
申
請
が
必

要
で
す
。

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
同
1 1
時

30
分
と
午
後
１
時
〜
同
４
時

受
付
場
所
　

契
約
監
理
室（
市
役

所
別
館
２
階
）

申
請
書
な
ど
の
交
付
　
平
成
23
年

１
月
５
日
㈬
〜
（
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
）

※
受
付
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場

合
は
、
平
成
23
年
度
の
入
札
参

加
資
格
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
な

お
、
資
格
の
期
限
切
れ
に
伴
う

平
成
23
年
度
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を
効
率

よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、
年
間
使
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

の
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
の
条
件
（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
）　

　
❶
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
目
的
で
あ
る
こ
と

　
❷
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人
以
上
で
あ
る
こ
と

　
❸
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ
れ
、
通
常
の
申
込

　
　（
開
催
日
の
90
日
前
か
ら
）
で
は
実
施
が
難
し
い
も
の

　
❹
ほ
か
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い
も
の

申
込
方
法
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
る
、
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　 

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯
（
火
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先
　
彦
根
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
23-

２
２
９
３
番

通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　
県
内
業
者
は
、

契

約
監
理
室
に
書
類
を
持
っ
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
県
外
業
者

は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
限
は
、
各
受
付
期
間
の

最
終
日
（
当
日
消
印
有
効
）。

問
い
合
わ
せ
先
　

契
約
監
理
室

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
　
元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１
０
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
７
番

❷
　
❶
の
人
と
同
居
す
る
親
族

（
６
親
等
以
内
）
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

❸
　
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業

生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
、
ま

た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
人

申
請
期
限
　
平
成
23
年
１
月
10
日
(月・祝 )

申
請
書
提
出
先
　

農
業
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
わ
せ
先
　

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎
30-

６
１
３
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

４
５
５
１
番
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〈内容〉　皆既月食を観望します。　〈日時〉　12月21日㈫　17：
00～ 19：30　（悪天候の場合は中止。当日15：30以降にお
問い合わせください）　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　
〈対象〉天文に興味のある人　〈参加料〉１人300円　〈申
込・問い合わせ先〉当日、 子どもセンターへ直接来て
ください。☎28-3645、FAX28-3646

〈内容〉　お父さんといっしょに 「お
てて絵本」でふれあって遊びましょ
う。　〈日時〉　平成23年１月15日
㈯　10：00～11：30　〈場所〉　子ど
もセンター　多目的室（日夏町）　

〈対象〉　２～５歳の子どもと父親
（※家族も可）　〈定員〉15人（先着
順）　〈参加費〉　無料　〈持ち物〉　筆
記用具  〈申込期間〉12月20日㈪
～平成23年１月７日㈮の８：30
～ 17：15（土・日曜日、祝日を除
く）　〈申込方法〉電話か、子どもセ

ンター窓口。 〈申込・問い合わせ先〉         　　　　   　 子ども未来室☎

28-1 580、FAX28-3646

平成23・24年度中に学校給食用食材を納入する業者を募
集します。　〈取り扱い品目〉冷凍・冷蔵食品（豆腐などの
大豆加工品、野菜、肉類は除く）、乾物、缶詰、調味料、油
脂など　〈登録資格〉▶食料品の製造加工、または販売を行
っている業者　▶食品衛生管理がじゅうぶんに行われ、
従業員に対し健康管理の行き届いている業者　▶１日約
8,000食分、給食材料を18校へ納入することができる業
者　〈申込期間・申込方法〉12月20日㈪～平成23年１月14
日㈮の８：30～ 17：15（土・日曜日、祝日を除く）に、彦
根市学校給食協会（ 教育委員会保健体育課内）へ必要書類
を添えて申し込んでください。　〈問い合わせ先〉  教育委
員会保健体育課☎24-7971、FAX23-9190

〈内容〉みその樽詰め（約４キログラム）を体験します。熟
成（平成23年８月ごろまで）は各家庭で行っていただきま
す。　〈日時〉平成23年１月22日㈯、または１月29日㈯。
いずれも13：30～ 16：00　〈場所〉グリーンピアひこね
（清崎町）　〈対象〉親子　〈定員〉各 15組（先着順）　〈参加
費〉2,000円〈持ち物〉エプロン、三角巾　〈申込期限〉平
成23年１月12日㈬　〈申込・問い合わせ先〉電話かファク
スで、グリーンピアひこね☎25-3909、FAX25-3972

 

　子どもセンター  星空教室「皆既月食観望会」 　平成23・24年度　学校給食用食材納入業者

 

　市　民　環　境　ス　ク　ー　ル

〈内容〉わたしたちの周りの身近な環境、特に水環境につ
いて、見つめ直し、環境問題をいっしょに考えませんか。
水に関する環境問題について、さまざま角度から学ぶ講
座です。　〈対象〉市内在住の人　〈定員〉20人（先着順）

〈申込期間〉12月16日㈭～平成23年１月20日㈭の８：30～

17：15（土・日曜日、祝日を除く）　〈参加費〉無料。ただし３
月13日㈰のフィールドワークでは昼食代は自己負担となりま
す。　〈その他〉　原則として、すべての講座に出席してください。
〈申込・問い合わせ先〉彦根市環境保全指導員連絡会議事務
局（ 生活環境課内）☎ 30-6116、FAX27-0395

　みそづくり体験

　子育て講座　～お父さんとおてて絵本であそぼう～

　 

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
遊

ぶ
広
場
で
す
。働
い
て
い
る

保
護
者
、特
に
お
父
さ
ん
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
、子
育
て
の
楽
し
さ

を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
／
内
容
　

▼
平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

／
室
内
遊
園
地
　
す
べ

り
台
な
ど
の
遊
具
で
思

い
き
り
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

▼
２
月
12
日
㈯
／
ド
リ
ー

ム「
わ
く
わ
く
ら
ん
ど
」

ゲ
ー
ム
や
手
遊
び
な
ど

を
し
ま
す
。

▼
３
月
12
日
㈯
／
お
は
な

し
会
　
人
形
劇
グ
ル
ー

プ
「
ゼ
ロ
の
会
」
に
よ
る

公
演
で
す
。
　

時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
同
11
時
30
分
　

対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

場
所
　

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

問
い
合
わ
せ
先
　

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
24-

３

５
２
９
番
（
Ｆ
Ａ
X
共

用
）、
E
メ
ー
ル: with.

hikone@
oboe.ocn.ne.jp
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１月前半

４日㈫

５日㈬

６日㈭

７日㈮

11日㈫

12日㈬

13日㈭

14日㈮

小泉（開出）、山之脇、芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、大藪、

竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地、宇尾

芹川（北、千鳥ヶ丘）、地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、

開出今、後三条（下）、宇尾、清崎（西、清崎団地）

大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、立花、

中央（第２・３部）、中藪一丁目、開出今、竹ケ鼻、宇尾、賀

田山（大山、小山、茂賀、小田部）

元、船、旭、金亀、尾末、中藪、京町一丁目、京町二丁目、

京町三丁目、城町二丁目、栄町二丁目、馬場一丁目、馬場二

丁目、長曽根、正法寺（太平団地）、開出今、清崎（東、西）、

彦富（笹田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）

大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、和田、

佐和、小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、開出今、甘呂、

彦富（笹田団地を除く）

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、東沼波     、小泉、平田（南、中）、甘呂、彦富（笹

田団地を除く）

鳥居本地区、西沼波（出屋敷）、東沼波、日夏、出路、田原、田附、

金田、石寺（上、下）、岡部（上、下）、稲部（稲部）、稲枝（西）、

服部

鳥居本地区、大堀、稲葉（上、下）、本庄、普光寺、薩摩、日夏、

金沢（金沢団地）、稲枝（西）、太堂、千尋、肥田（西肥田を

除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【１月前半】

６日㈭

７日㈮

８日㈯

１1日㈫

１2日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１4日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日（1月前半）

１日(土・祝) ～４日㈫、10日(月・祝)(

５日㈬
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整
形
外
科
が
診
療
す
る
疾
患

は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
一
つ
は
、
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り

起
こ
る
骨
折
・
ね
ん
ざ
・
打
撲
な

ど
の
外
傷
性
疾
患
で
す
。
二
つ
め

は
、
加
齢
な
ど
に
よ
り
起
こ
る
変

性
疾
患
で
す
。

　
外
傷
性
疾
患
は
、
一
般
の
ケ
ガ
、

交
通
事
故
、
労
災
事
故
な
ど
原
因

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
変
性
疾
患
は
、
高
齢
化
が
進
み
、

骨こ
つ

粗そ

鬆
し
ょ
う

症し
ょ
う

に
よ
る
脊せ

き

椎つ
い

圧
迫
骨

折
や
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

骨
折
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
膝
や
股
関
節
の
変
形

性
関
節
症
な
ど
に
よ
り
痛
み
を
訴

え
る
患
者
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
市
立
病
院
の
整
形
外
科
は
、
主

に
手
術
を
す
る
治
療
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
外
傷
の
場
合
は
、頭
、肺
、

心
臓
、
腹
部
の
臓
器
以
外
の
治
療

を
受
け
持
ち
ま
す
（
切
り
傷
や
擦
り

傷
は
、
形
成
外
科
で
診み

ま
す
）。

　
毎
年
、
約
５
５
０
〜
６
０
０
件

の
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
月
〜

金
曜
ま
で
毎
日
、
午
前
も
午
後
も

手
術
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
湖
東
地
域
で
は
、
病

院
に
勤
務
す
る
整
形
外
科
医
が
不

足
し
て
い
ま
す
。
市
立
病
院
で
も
、

以
前
の
６
人
体
制
か
ら
、
現
在
で

は
４
人
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

市立病院の診療科を紹介します

初診の患者さんは
紹介状をお持ちください

　市立病院では、手術や入院

治療を優先して行うため、初診

の患者さんは、一度近くの整形

外科の診療所を受診していた

だき、手術や特殊な治療・精密

検査などが必要な場合に、紹

介状をお持ちになって受診して

いただくようお願いします。

　また、再診の患者さんも、症

状が安定している人は、近くの

診療所に紹介させていただき

ます。なお、救急疾患は、時間

外も常時受け入れています。皆

さんのご理解とご協力をお願

いします。
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中な
か

山や
ま

怜れ
い

也や

ち
ゃ
ん

（
中
藪
町
）

野の

尻じ
り

怜れ

奈な

ち

ゃ

ん

（
野
田
山
町
）

グ
ェ
ン
ハ
ー
ミ
ち
ゃ
ん

（
和
田
町
）

ひこね元気計画21
推進中！

　
平
成
22
年
12
月
１
日
㈬
か
ら
、

Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）

の
母
乳
に
よ
る
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

妊
婦
健
康
診
査
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ-

１
検
査
も
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　
検
査
を
し
た
こ
と
が
な
い
妊
婦

さ
ん
は
、
産
科
医
療
機
関
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
22
年
11
月
30
日
㈫

ま
で
に
検
査
し
て
い
る
分
は
、
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
検
査

　「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
」
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る

病
気
に
、
Ａ
Ｔ
Ｌ
が
あ
り
ま

す
。
お
母
さ
ん
が
こ
の
病
気
を

持
っ
て
い
る
と
、
授
乳
な
ど
に

よ
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
に
よ
り
予
防
で
き
る
こ

と
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
そ
の
ウ

イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
調
べ
る
た
め
、
こ
の
検

査
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

　
彦
根
市
で
は
、妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
（
国

が
示
す
基
本
検
査
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
）。

　
お
母
さ
ん
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
、
妊
婦
健

康
診
査
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

妊
婦
健
康
診
査
の
検
査
項
目

（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
※
）
の
追
加
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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市
役
所
は
、
12
月
29
日
㈬
か
ら

新
年
１
月
３
日
㈪
ま
で
業
務
を
休

み
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
各
種
証

明
書
な
ど
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
な
人
は
、
12
月
28
日
㈫
ま
で

に
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
出
生
・
死
亡
（
埋
火
葬

許
可
証
の
交
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）・
婚
姻
な
ど

の
戸
籍
の
届
出
（
住
所
異
動
の
届
出

は
除
く
）
は
、
休
み
期
間
中
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
当
直
職
員
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病

院
業
務
な
ど
は
上
の
表
の
と
お
り

で
す
。

納
付
受
付
機
関
が
異
な
り
ま
す

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
水
道
使
用
の
開
始
・
休
止
の
受

付
と
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
納
付
は
、
上
下
水
道
料
金
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱

い
ま
す
。
市
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
し
尿
処
理
手
数
料
、
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
の
納
付

は
、
彦
根
市
が
指
定
し
て
い
る
金

融
機
関
（
納
付
書
裏
面
な
ど
に
記
載
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
金
融
機
関
ご

と
の
営
業
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
利
用
が
可
能
な
納
付
書
で
あ
れ

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
12
月
23
日

（木・祝）
と
、
12
月
28
日
㈫

ま
で
は
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

12
月
29
日
㈬
は
、「
燃
や
す
ご
み
」

は
木
曜
日
の
、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
は
水
曜
日
収
集
の
地
域

を
収
集
し
ま
す
。
12
月
30
日
㈭
は
、

「
燃
や
す
ご
み
」
は
金
曜
日
収
集
の

地
域
を
収
集
し
ま
す
が
、「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
収
集
し
ま

せ
ん
。
両
日
と
も
「
埋
立
ご
み
」

「
缶
・
金
属
類
、
び
ん
」
の
収
集
は

あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、「
ご
み

等
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

お
早
め
に

　
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
や
す
ご
み
」

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」「
缶
・

金
属
類
、
び
ん
」
は
地
域
の
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
粗
大
ご

み
等
の
直
接
搬
入
は
、
正
し
く
分

別
し
、
降
ろ
し
や
す
く
し
て
く
だ

さ
い
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
早

い
時
期
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中
山
投
棄
場
へ
の
搬
入
に
は

許
可
証
が
必
要
で
す

　「
埋
立
ご
み
」
は
、
中
山
投
棄
場

で
取
り
扱
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン

タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各

出
張
所
で
事
前
に
許
可
証
の
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。


